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プロテオーム解析を用いたアンジオテンシンIIによ
る不全心形成の分子機構の解明
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タンパク質の同定を行った。 2次元 gel上に約 500個のたんぱく質スポットを確認した。不
全心にて 20タンパク質スポットが正常心と比して変化しており、 その内 14スポットが発
現増加、 6スポットが低下していた。特に発現変化の大きい 9スポットについて
2DE/MALDI-TOF MSによるプロテオームフ。ロファイリング、質量分析データーベース解析を行
った。その結果alphaB-crystallinや srnallheat shock protein (HSP)27、HSP20が不全心
にて有意に増加していることを同定した。またミトコンドリア、エネルギー代謝に関連する
rnyoglobin， fatty acid-binding protein， cytoskeletal protein の一つである
tropornyosin-alpha chainの発現低下を同定した。 alphaB-crystallin、HSP27、HSP20が同
じ srnallheat shock protein群に属することより、今回我々は srnallheat shock protein 
の発現に注目し、翻訳後修飾の一つであるリン酸化について更なる検討を加えた。それら





く質が関連している可能性がある。 smallheat shock proteinは Highrnolecular HSPとは
異なり、慢性の心不全状態で発現していることから、慢性心不全の病態形成に特別な働きを
していることが示唆される。今後これらのたんぱく質の発現をヒト心筋レベルで、検証したり、
また血液中濃度の測定を試みることで、心不全重症度の新たな指標となりうるか検討してゆ
きたい。
これら成果の一部を添付した論文にでも報告する。
